
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第１３０号 （夏 季 号） 令和６年７月１５日発行

社 会 福 祉 法 人  信 和 会 

  〒407-0263 

山梨県韮崎市穴山町 ５１６４ 

TEL ０５５１－２５－６１００ 

FAX ０５５１－２５－６１０３ 

http://www.sip-shinwakai. jp 

編集責任者 栗原 信 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

特養「穴山の杜」に、私自身、医師としてお世話になりま

したのは、川崎市の某老健に入所していた８９歳の母が栗原

様からのお話があり、転所させて頂きましたことから始まり

ました。 
私は、新潟県糸魚川市（当時は西城頸郡）の冬（１２月中

旬～４月上旬）は陸の孤島と化した雪深い山奥の地で育ち、

高校生からは、冬は学校のある糸魚川の町で下宿をしていま

した。父はそんな山奥で僻地診療に体を酷使し、４月２０日

早朝、４６歳で突然死をしていました（当日は、医学部の授

業開始の初日でした）。 私も、父のように、僻地診療を目

的に医師を目指していました。小中学生時代は、自然に恵ま

れた環境で育ったことに加え、糸魚川市の海岸線の近くに、

縄文遺跡長者ヶ原があり、そこからは、塩の道（上杉謙信が

武田信玄へ塩を送ったことで有名です）、別に翡翠の道（糸

魚川から大町への翡翠の道は提唱されていません。私は、小

学時代から塩の道とは別のルートと思い、医師が不可能だっ

たら、縄文・弥生史を学ぼうと思っていました）があります。

私の家の前は姫川、大所川の合流点であり、今でも翡翠を発

見することが出来ます。山梨県も縄文遺跡が多く、大珠や勾

玉など多くの翡翠遺物が発見されています。残念ながら、肥

道Ｄ遺跡の発掘は現在北杜市としては禁じていますので、翡

翠遺物の存在は不明です。 
私がなぜ、北巨摩郡須玉町若神子肥道に居を定めたか

を、ご理解頂きたいと思います。 
・医学生時代、糸魚川へ帰省する時、中央線は単線で、今は

大賀（一郎）ハスで有名になった嶋津先生の蓮池のお近くの

ご自宅の立派な塀、庭の巨木が車窓から、印象深く心に残っ

ていました（ここは、特養「穴山の杜」から徒歩５分 山登

りが好きな妻も同様の記憶があり、知り合う前のことでもあ

り、如何に印象深い事であったかと思います）。大学は１９

７０年卒業、内科開業の生涯教育の見地から、薬の研究・見

分を深めることを目的に４年程の回り道を目指しましたが、

６０歳まで大学の薬理学教室で研究・教育に時間を過ごして

しまいました。２００５年から山梨県在住の臨床医として、

現在まで本来の目的を果たしてきたつもりです。 
・須玉町若神子肥道への思い：１９７０年から梅林として楽

しんでいた所に、１９７５年小さな山小屋を建てました。休

日には、子供の頃からの自然愛好心を満喫して過ごしていま

した。水道の関係で穴を掘る機会があり、縄文土器が見つか
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り、小学時代からの縄文への思いが強くなりました。１９７

５年の届出は遺跡指定されませんでしたが、２０２１年に再

度近隣を発掘して届出をし、北杜市からの２日間の調査によ

り「肥道Ｄ遺跡」に指定されました。隣地からは１９３０年

頃に釣手土器が発見されています（山梨県立考古学博物館内

蔵：北杜市職員と閲覧確認）。 
・肥道は飛び地で存在・定められていた人との繋がり？：肥

道は須玉町境之澤の方々が所有されている関係から、飛び地

になったと伺っています。１９７０年から境之澤、若神子新

町の方々と交流を持つようになり、奇遇な出来事を体験した

ことに驚きを覚えています。 
境之澤の近しい方の姪子様が大学時代の教え子、また、別の

方のご長男が私の愚息と勤務大学での友人であったり、若神

子新町のご高齢なご母堂様がカマで田んぼの除草されてい

ることへのお手伝いから端を発し、そのご家族様と交流を持

つようになり、ご親戚が東京の蒲田にあることから、私の遠

い親戚になること、また、別のご親戚の耳鼻科医のご長男が

小学生の頃、スキーに出かけた湯沢で骨折され、偶然に居合

わせた私が、東京まで付き添いをさせて頂いたことなど、こ

れらは私の須玉町若神子肥道での生活を豊かにしています。

２０１５年１０月母の川崎からの転所も、特養「穴山の杜」

施設長 栗原様の情報に端を発しています。 
 肥道５３５９近隣の自然保護：山梨県、長野県など、ソー

ラーパネルで自然破壊が多く見られていますが、電力供給

上、自然保護との共存も重要と思われます。そんな見地から、

自然保護のため、林、森作りを個人で微力ですが、休日には

なるべく人力で楽しんで励んでいます。ここ肥道５３５９近

隣は七里ヶ岩ライン上にあり、八ヶ岳連峰、南アルプス、富

士山、茅ヶ岳が眺望できる所にあり、散歩コースに最適と思

っています。ここに、２００５年森の家を建て約２０年にな

り、森林の一軒家となりました。自然保護、人的交流を目指

した環境整備に、残された人生に楽しく追力を夢見ていま

す。 近隣の方が散歩などに、心を寄せていただけますこと

を・・・・・ 感 謝 
 

社会福祉法人信和会  嘱託医師 
東邦大学 名誉教授   

医学博士   内山 利満 
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社会福祉法人 信和会 法人本部 
〒407－0263 韮崎市穴山町5390 
℡0551-25-6100 
E-mail: honbu@sip-shinwakai.jp 

理事会・評議員会報告 

＊今回の開催は、理事会は対面開催でしたが、評議員会は都合により書面による承認となり

ました。 
開催日時、場所 ：【理事会】 令和６年３月２３日（土）１０：００ 穴山の杜 研修室 

【評議員会】令和６年６月１０日（月）＊書面承認 
審議事項 ： 第1号議案 令和５年度 事業報告について  

       第２号議案 令和５年度 決算について 

       第３号議案 令和５年度 監事監査 

第４号議案 諸規定変更及び事業活動状況について 

事業報告としてはコロナ感染等により複数の事業所が活動停止などの影響を受けましたが、決算の全体的な収支としてはプ

ラスとなりました。資金としては日中サービス支援型グループホーム“にこあす”への内部資金を投入したためマイナスに

なっております。その他監査報告、基本財産の増加による定款変更、経理規程の変更等承認いただきました。 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

障害者支援施設 穴山の里 
〒407－0263 韮崎市穴山町 5164 
℡0551-25-5900 
E-mail：sato@sip-shinwakai.jp 
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 この度、日本知的障害者福祉協会主催で開かれた「第一回障害のある人の意思決定支援を推進するための実践研修会」に参

加しました。以前より、意思決定支援と言う言葉は何度か耳にして来ましたが、今回の講義では「意思決定」をするにあたっ

ての国内外の法律からの根拠や、実際に意思決定支援を行うまでのプロセス、支援を行う上での意識することなどを学ぶこと

が出来ました。 
演習（グループワーク）では全国から１５０名にも及ぶ方が参加されており、様々な経験年数、役職の方と意見を交わす場

が設けられ、サービス等の提供にかかる意思決定支援の実際について、ソーシャルワークの視点における意思の汲み取り方や、

具体的な支援の展開方法を学ぶことが出来、とても充実した研修となりました。 
今回学んできたことを活かし、施設の利用者の「当たり前の日常」から、ありふれた経験・情報を提供し、利用者の意思実

現が出来るように努めていきたいです。 

今年も穴山町たなばた

祭りに参加すべく、竹と

短冊を用意し、穴山駅に

飾りつけに行きました。

短冊に願い事を書いたり

折り紙で飾りを作りまし

た。 

太極拳クラブでは、

講師をお呼びして太

極拳に取り組んでい

ます。講師を真似しな

がらポーズを取り、全

身に気を巡らせられ

るように行っていま

す。 

 今年も、桃が綺麗に色づき、これ

から１か月に渡る収穫シーズンが

やってまいりました。 
 皆さんのもとへ美味しい桃がお

届けできるように、農業班一同、収

穫を頑張ってまいります。 

女性利用者９名と職員３名でＡＭＢＩＥＮＴ八ヶ岳コテージに一日外泊へ

行きました。体験として、カレーを自分たちで作り、準備から片付けも行い生

活訓練にもなりました。夜は温泉へ入り、心も体も癒されました。 

 暑さ厳しき折、ご自愛のほどお祈りいたします。今年の夏はひときわ暑いようですが、皆様にはご健勝

のこととお喜び申し上げます。穴山の里の利用者もそれぞれの日中活動時に水分補給をしっかり行いな

がら進めています。夏の暑さに負けないよう、しっかり食べ元気に過ごしています。 
施設長 栗原 信 

支援員 中田 累 



アイメッセで行われた展示会に行ってきました。

絵本を読んだり、展示物に触って体験できるコー

ナーでは、利用者の方々が大いに楽しんでいまし

た。幼い頃に出会ったであろう懐かしい絵本を見

る事ができました。時には童心に戻ることも必要

かなと思いました。一緒に楽しい時間を過ごす事

ができ、心温まる体験となりました。はしゃぐ姿

を見て、絵本の力や物語の魅力を改めて感じる事

ができました。 

救命救急研修 

６月１９日に韮崎消防署から隊員４名の方に来ていただき、救命救急

の研修を行いました。この研修では心肺蘇生法、ＡＥＤの使い方、止

血法、気道異物除去法を学ぶことができて、非常に有意義な時間を過

ごすことができました。心肺蘇生法では、実際に胸部圧迫法のリズム

や注意点、ＡＥＤの使用手順を学び、気道除去法では、喉に詰まった

食べ物や他の物体を取り除くための手順や技術を学びました。これら

は日常生活でも役に立つスキルであり、身近な人が突然の事故や緊急

事態に遭われた場合に役立てることができます。この度の救急救命の

学ばせていただいたことにより、いざという時に冷静で迅速かつ正確

な救命活動を行う事ができる自信が持てたと思います。 

絵本とわたし

の物語展に行

きました‼ 

人工呼吸 ＡＥＤ 気道異物除去

韮崎市議会文教厚生常任委員会の皆様

が視察に来てくださいました。「障害サ

ービス」と「はたらくこと」について、

課題を意識してお伝えしました。今後の

繋がりや広がりに期待します。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

多機能型事業所  わ～く穴山の里 
〒407－0263  韮崎市穴山町4433-1 
℡：0551-25-5866 
E-mail：work@sip-shinwakai.jp 

共同生活事業所（にこあす内） 
〒407－0263  韮崎市穴山町4462-2 
℡：0551-45-9830 
E-mail： kyoudou@sip-shinwakai.jp 
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検定中は 

真剣！ 

認定証は

自信に！ 

胸部圧迫

わ～くの作業では代名詞となっている箱折り作業で

すが、日々たくさん箱を折っているが故に、早く折

ることばかりに気持ちが向いてしまうこともありま

す。そこで、職員が発案した「箱折り検定」。第１回

目を実施しました。 
他者と比較するのではなく今の自分がどの段階にあ

るのかを確認するための検定です。 
認定証の授与で益々モチベーションが上がります！

韮崎市立穂坂小学校 北東小学校で福祉

講話をしてきました。ご依頼を受ける様に

なり３年目。仕組み作りや相談をポイント

にしながら、生徒の皆さんとのやり取りが

できるように準備をしての授業でした。沢

山の質問や意見をいただけたこと、インク

ルーシブや多様性という言葉が飛び交う

昨今、子どもたちのはつらつとした姿や先

生の関わり方に学ぶところが多くありま

した。



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

特別養護老人ホーム穴山の杜 
〒407－0263 韮崎市穴山町5390 
℡0551-25-6100 
E-mail：mori@sip-shinwakai.jp 
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～名言・名句から学ぶ～

移動スーパー来店！ 

今年も施設の近くにある蓮池に“古代はす”が咲いて訪れた人々を楽しませています。 
地域の団体やボランティアの方々の活動によって手入れされていますので、毎年見事な花を見ることが

出来ます。穴山地区では、春は多くの桜が咲きほこり桜祭りが催され、賑やかで華やかな町になります。

また、秋には道路わきに植えられた“ヒガンバナ”の真っ赤な花が彩ります。このヒガンバナも公民館活

動や町内の方のボランティア活動によって植えられ維持されています。このように季節季節に花の話題

で賑やかになり、地域の潤いとともに“花の谷散歩コース”として親しまれています。穴山の杜では今年

もゴーヤの日除けカーテンを育てていますので、やがて日陰とゴーヤの収穫で利用者や職員の舌を楽し

ませてくれます。 

６月１２日・１３日 喫茶レクリエーションが行わ

れました。今回のおやつは６月水無月をイメージし

た和菓子と水ようかんをご用意しました。飲み物は

抹茶オレです。渓流を魚が泳いでいるような錦玉や

紫陽花の飾りの白餡菓子、竹筒容器に入ったこしあ

んや抹茶の水ようかんで、

季節を感じられるお菓子 
でした。「綺麗じゃん」「今

日は何の日で？」「(抹茶オ

レも)美味しいよ」と楽し 
んでいただけたご様子で 
した。 

移動スーパー甲斐ものや様よりお声が

けいただき、今回はお試しという事で来

所いただきました。青果やパック飲料、

お菓子類と多くの種類があり、普段見な

い商品にわくわくします。「桃がいいね」

「バナナ食べたい」「これは何？」と商品

を選んでいました。 

移動が困難な方々には、近場で実際

に商品を見て選べて、お店の方や周

りの方と交流も出来る環境として、

必要で重要なものだと感じました。 

６月２４日 韮崎消防署職員のご指導の下、普通救命講習を実施しました。

正常の呼吸と呼吸が止まっている様子の違いを確認、心肺蘇生、ＡＥＤの

使用方法、人工呼吸について指導いただきました。胸骨圧迫は５cm 沈む

よう強く圧迫、元の位置へ戻し、速く絶え間なく行う実践で、体力を消耗

することを感じた職員もいました。ポイントを都度教えていただきなが

ら、有意義な時間となりました。救命が必要となった際、すぐ今回学んだ

事を思い出し、対応出来るよう生活していきたいと思いました。 

６月２６日 ユニット内で火災発生を想定した消火訓練、消防署への通報訓練を行いました。

火災発生時、初期消火がとても重要な事から、実際に消火栓を用いて使用方法を確認し、火元

に向けた初期消火の仕方を学びました。また、通報訓練では、火災通報専用電話機を使用し、

消防署への通報を行い、訓練を通じて得た知識やスキルはいざという時に活かしていきたい

と思います。 

馬には乗ってみよ、人には添ってみよ 
馬のよしあしは、乗ってみなければわからないし、人のよしあしは親しく付き合ってみなければわからない 
何事も経験してみないと本当のところはわからない。従って物事は本気で取り組み、人とも本気で付き合うことこそ大切な

ことである。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

穴山の杜  短期入所生活介護事業所

〒407－0263  韮崎市穴山町4410-3 
℡：0551-25-0800 
E-mail：moritanki@sip-shinwakai.jp
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5 月より再出発 ～船出～      管理者 丸茂 昭二

５月再開業から管理者に就任させていただきました。 

管理者としては未熟で、経理・運営など右も左も分からない中ですが、色々な事を吸収し、勉強し精進して参りたいと

思います。 

また、利用者・職員に対し人を愛する心を忘れず感謝の施設作りを目指していきます。 

コロナ感染、職員の退職に伴い４月から１ヶ月間休業する事になり、利用者・ご家族には大変ご迷惑お掛けし申し訳ご

ざいませんでした。 

これからは職員一団となり信頼回復に向け頑張っていきますので今まで以上のご指導、ご鞭撻の程宜しくお願い致しま

す。 

毎日の水やりが 
楽しみです。 

とても可愛らしい壁紙を作成しま

した♪ 

利用者の皆さんと職員で作り上げ

ました。 

５月２２日に今年度１回目の避難訓練を実施しま

した。報告機でのアナウンスにびっくりされた利用

者もいましたが、スムーズに避難することができま

した。 
「本当の火事だったらもっと大変だよね。こんなに

上手く逃げれないよね。」と利用者の声もあり、日々

の訓練の大切さを改めて感じました。 

５月１２日にショート職員が作った、 
母の日カードを利用者の皆様にお渡ししました。 
カードを開くとお花が立体で出てくるサプライズに 
利用者からは「嬉しい！嬉しい！」と声が上がり 
大変喜ばれる姿にこちらまで嬉しくなりました。 
ショートが５日１日に再開し、まだ利用者が少ない中

でのレクリエーションでしたが、楽しく母の日を 
過ごすことが出来ました。 

可愛らしい花達が施設にやってきました。

プランターに土を入れ、花を移しました。

お楽しみ献立
５月はかつ丼 

６月は穴子丼で昼食を楽しみました。 



～ご寄付を頂きました～（敬称略） 

ありがとうございました。感謝いたします。 

仲二見金男・柴田 正雄 

☆教育実習・職場実習（敬称略） 

◎わかば支援学校 

 入江 裕歩・小林 千晃・笠井 心咲 

◎かえで支援学校 

 保坂 龍誠 

◎ろう学校 

 小倉 大知 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⼀押しは地粉を使ったピザ︕ 

     もちもち⾷感がクセになる 
 『café まるげ』は、築１２０年以上の古民家を改装し

た和モダンな店内で絶品の創作イタリアンやフレンチ、種

類が豊富なお酒をカジュアルに楽しめると評判のお店。 

古民家から漏れるオレンジ色の光が街灯の少ない夜道に

浮かぶ様子は、「これぞ隠れ家」という特別な雰囲気を感

じさせる。常連客たちからも、「人に教えたくない」「あま

り有名にならないでほしい」と囁かれるほど、多くの人か

ら「とっておきの場所」として愛されている名店。お店が

オープンした１８年前は、この辺りに古民家カフェは一軒

もなかった。当時、古民家を活用して新しいお店をすると

いう文化が山梨には無かった。オーナーの伊藤さんのまっ

すぐな想いでスタートしたまるげは、１８年の間に地域に

なくてはならないお店となりました。これからもまるげで

は日々さまざまな物語が刻まれていくでしょう。 

 

【お問合せ】 

 〒407-0263 

  山梨県韮崎市穴山町3391 

  TEL：0551-25-2428 

営業時間 １８時から０時 

-８-

（令和６年４月１日から令和６年６月３０日） 

感 謝 録 

訪 問 録 

（令和６年４月１日から令和６年６月３０日） 

～ご協力を頂きました～（敬称略） 

☆ボランティア 

永井萬喜子・生山 澄江・川口 ちほ・千野 公洋 
田中 康子・阿部 光雄・足立 悦子 

２０２０年から３年間、感染症の影響で大輪の花火を楽しんで頂いていました地域ふれあいまつ

りを今年は感染には気を付けながら通常開催いたします。 
今年は信和会と共に穴山町公民館関係者と地域の皆さんの協力のもと、屋台やバザー、信和会各

事業所のステージなど内容盛り沢山のプログラムを用意しています。まつりの最後には大輪の花火

を大空に打ち上げます。 

～自主交通規制のご連絡～ 
 お祭り当日は交通緩和と事故防止のため旧道七里岩ライン穴山の杜入口か

ら特設会場までは指定車両のみの通行と致します。限りは御座いますが穴山

の里近郊駐車場を御利用頂くか徒歩での御来場に御協力願います。また、法人

施設の駐車スペースを御利用の際は駐車場担当職員の指示にご協力願いま

す。          問合せ  地域ふれあいまつり実行委員会 TEL0551-25-6100

令和６年９月１４日（土）  午後５時３０分から 
穴山の杜芝生広場 特設会場 
◎ 催 し 物 
・穴山の里太鼓  ・各事業所利用者、職員による発表

◎ 屋 台 村 
・焼きそば  ・フランクフルト ・フライドポテト 
・各種飲み物   ※いずれも数に限りがございます 
・公民館主管による北陸地域復興バザーも同時開催  


